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中学生におけるスギ花粉症の感作と発症に

影響を及ぼす環境因子について
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　スギ花粉症患者は増加しており，特に地区的には都市部で，また年齢的には若年層においても増加傾向に

あるといわれている。そこで，愛知県下の山間部，市街地および海岸部の中学生を対象にアンケート調査と

特異的IgE抗体検査を実施し，スギ花粉症の感作・発症にどのような環境因子（居住地環境，室内環境）

が関与しているのかを検討した。

　その結果，推定スギ花粉症罹患率（アンケートで花粉症様症状有りと答え，かつスギ花粉抗体が陽性であ

った者の割合）は，スギ・ヒノキ科花粉飛散数の多い山間部で30.1％，飛散数が中程度であった市街地で

15.3％，飛散数が少ない海岸部で5.8％となり，スギ・ヒノキ科花粉飛散数の多い地域ほど罹患率が高かっ

た。中学生におけるスギ花粉症の感作成立および発症には大量の抗原暴露が最も大きい影響を与えているこ

とが考えられた。

　また，同時にダニ（コナヒョウヒダニ）とカモガヤ花粉に対する抗体を検査し，各抗体陽性率の関係を検

討したところ，ダニ抗体陽性者ではスギ花粉，カモガヤ花粉のどちらに対する抗体陽性率も有意に高く，季

節性抗原に対する感作成立に室内環境中に生息するダニが関与している可能性が推察された。

　さらに，中学生が居住する住宅構造との検討では，鉄筋・鉄骨造りの住宅に住む者の方が木造住宅に住む

者よりもスギ花粉抗体陽性率が高い傾向にあり，このことから室内環境と花粉感作との間の関連が示唆され

た。
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